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(54)【発明の名称】 指装着用内視鏡装置

(57)【要約】
【課題】本発明は、内視鏡本体を指サック部材にジョイ
ントを介して首振り自在に連結し、指装着用内視鏡装置
の観察範囲を、指の屈曲動作範囲に内視鏡本体の首振り
動作範囲を加えた範囲に広げることにより、広範囲の観
察を可能にした指装着用内視鏡装置を提供する。
【解決手段】本発明の指装着用内視鏡装置１０は、内視
鏡本体１４を指サック部材１６にボールジョイントを介
して首振り自在に連結している。これにより、指装着用
内視鏡装置１０の観察範囲は、指１２の屈曲動作範囲に
内視鏡本体１４の首振り動作範囲を加えた範囲となり広
範囲となる。よって、指１２の屈曲動作範囲を超えた広
範囲の観察が可能になる。また、指１２を体腔内で自由
に動かすことができない部位でも、観察したい方向に内
視鏡本体１４を予めθ度首振りさせておくことで、従来
では観察不能な部位を観察できる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  照明手段と該照明手段の照明下で被検査
部の映像を撮像する撮像手段とを備えた内視鏡本体と、
筒状に形成された指サック部材とを備え、
前記内視鏡本体は、前記指サック部材にジョイントを介
して首振り自在に連結されていることを特徴とする指装
着用内視鏡装置。
【請求項２】  前記内視鏡本体は略球体状に形成され、
前記指サック部材の内視鏡本体連結部は凹球面状に形成
され、該凹球面状の内視鏡本体連結部に内視鏡本体を嵌
合させることにより、前記ジョイントがボールジョイン
ト構造に構成されていることを特徴とする請求項１に記
載の指装着用内視鏡装置。
【請求項３】  前記ジョイントは、前記内視鏡本体を任
意の首振り角度で固定可能な摩擦抵抗を有していること
を特徴とする請求項１、又は２に記載の指装着用内視鏡
装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、術者の指に装着さ
れて、直腸等体腔内の浅い部位の検査を行うために好適
に用いられる指装着用内視鏡装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】体腔内の浅い部位の検査を好適に行うた
めに、内視鏡に相当する観察手段を、術者の指に装着可
能な構成とした指装着用内視鏡装置が特開平４－３３６
０２６号公報に開示されている。
【０００３】この指装着用内視鏡装置は、先端側が集束
レンズ（撮像レンズ）と、この集束レンズによる光学像
を結像させる像センサ（固体撮像素子）とが設けられた
内視鏡本体を有し、この内視鏡本体の基端側に指を挿入
する指サック部材を連結することにより構成されてい
る。また、内視鏡本体及び指サック部材は、可撓性弾性
部材から構成され、指サック部材の部分は指における第
２関節を越える部位まで完全に挿入されて、ほぼ完全に
指を覆うようになっている。これによって、指に指サッ
ク部材を装着した時に、指装着用内視鏡装置が安定的に
保持され、体腔内に挿入して行う体腔内の観察時に、指
装着用内視鏡装置が指から抜け落ちるのが防止されてい
る。このように、指サック部材に挿入した指を直接体腔
内に挿入すれば、この指を動かすだけで任意の部位の観
察が可能になる。
【０００４】
【発明が解決しようとする裸題】しかしながら、前記従
来の指装着用内視鏡装置は、観察範囲が指の屈曲動作範
囲で決定されるので、指の屈曲動作範囲を超えた範囲を
観察することができず、十分な診断を行うことができな
いという欠点があった。
【０００５】本発明は、このような事情に鑑みてなされ
たもので、指の屈曲動作範囲を超えた広範囲を観察する
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ことができる指装着用内視鏡装置を提供することを目的
とする。
【０００６】
【課題を解決するための手段】本発明は、前記目的を達
成するために、照明手段と該照明手段の照明下で被検査
部の映像を撮像する撮像手段とを備えた内視鏡本体と、
筒状に形成された指サック部材とを備え、前記内視鏡本
体は、前記指サック部材にジョイントを介して首振り自
在に連結されていることを特徴とする。
【０００７】請求項１に記載の発明によれば、内視鏡本
体を指サック部材にジョイントを介して首振り自在に連
結したので、指装着用内視鏡装置の観察範囲は、指の屈
曲動作範囲に内視鏡本体の首振り動作範囲を加えた範囲
となり広範囲となる。よって、本発明では、指の屈曲動
作範囲を超えた広範囲の観察が可能になる。また、指を
自由に動かすことができない部位でも、観察したい方向
に内視鏡本体を予め首振りさせておくことで、従来では
観察不能な部位が観察できるようになる。
【０００８】請求項２に記載の発明によれば、指サック
部材に形成された凹球面状の内視鏡本体連結部に、略球
体状に形成された内視鏡本体を嵌合させることにより、
前記ジョイントをボールジョイント構造に構成したの
で、簡単な構造のボールジョイントで内視鏡本体を首振
り動作させることができる。
【０００９】請求項３に記載の発明によれば、前記ジョ
イントは、内視鏡本体を任意の首振り角度で固定可能な
摩擦抵抗を有しているので、指装着用内視鏡装置の使用
中に内視鏡本体の首振り角度がずれるのを防止できる。
よって、内視鏡本体を体腔内で安定して使用することが
できる。
【００１０】
【発明の実施の形態】以下添付図面に従って本発明に係
る指装着用内視鏡装置の好ましい実施の形態について詳
説する。
【００１１】図１には、実施の形態の指装着用内視鏡装
置１０が術者の人指し指１２に装着された状態が示さ
れ、図２には、指装着用内視鏡装置１０の組立図が示さ
れている。
【００１２】図２の如く指装着用内視鏡装置１０は、内
視鏡本体１４及び指サック部材１６から構成される。な
お、内視鏡本体１４及び指サック部材１６は、使用後に
洗浄剤、消毒薬等で洗浄、消毒されるため、ステンレス
やポリエチレン、ポリプロピレン等の耐薬品性の高いポ
リオレフィン系樹脂で造られている。
【００１３】内視鏡本体１４は、外観形状が略球体状に
形成されるとともに、その前面の円形平坦部１８の中央
部には観察窓２０が形成されている。また、観察窓２０
を中心とする円周上には、４つの照明窓２２、２２…が
形成されている。
【００１４】内視鏡本体１４は図３、図４に示すよう
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に、外表面が球面状に形成されたカップ状の本体ケース
２４を有し、この本体ケース２４の後部開口部には、バ
ックプレート２６がＯリング２８を介して気密及び液密
状態で装着されている。
【００１５】バックプレート２６は、本体ケース２４内
に複数枚のレンズからなる光学系３０、撮像手段である
固体撮像素子（ＣＣＤ）３２、照明手段である発光ダイ
オード（ＬＥＤ）３４、３４…及び基板３６等を組み込
んだ後、Ｏリング２８を介して本体ケース２４に装着さ
れる。これにより、内視鏡本体１４が組み立てられる。
なお、光学系３０は、観察窓２０に対応する位置にレン
ズ鏡胴３８を介して本体ケース２４に固定されるととも
に、観察窓２０に固定された保護ガラス４０によって外
部障害物から保護されている。また、ＣＣＤ３２は、光
学系３０の結像位置に固定される。更に、ＬＥＤ３４
は、照明窓２２に対応する位置に固定されるとともに、
光学系３０の観察範囲を集中して照明するように、光学
系３０の光軸Ｐに向けて傾斜して配置されている。
【００１６】前記基板３６は、ＣＣＤ基板とＬＥＤ基板
とが一体に形成された基板３６であり、その基板３６の
所定位置に複数のリード線４２、４２…の先端部が半田
によって接続されている。これらのリード線４２、４２
…は、ＣＣＤ３２を駆動するための電力を供給するも
の、ＣＣＤ３２で光電変換された電気信号を不図示のプ
ロセッサ部に送信するもの、及びＬＥＤ３４、３４…を
駆動するための電力を供給するものであり、それぞれチ
ューブ４４に結束されて配線されている。チューブ４４
は、バックプレート２６の開口部４６に不図示のパッキ
ンを介して挿通されるとともに、指サック部材１６に形
成された切欠部４８を介して外部に導出され、前記プロ
セッサ部に接続される。
【００１７】指サック部材１６は図２に示すように、略
円筒形状に形成され、内視鏡本体１４を受容できるよう
に、その内径は内視鏡本体１４の外径と略同じか、僅か
に大きく形成されている。先端開口部１７は開口の中心
よりＬだけ下がった位置で斜めにカットされており、先
端開口部１７の周縁部１７ＡのうちＡで示した範囲は径
を僅かに絞ってある。そして、内視鏡本体１４が、切欠
部４８から指サック部材１６に挿入され、内視鏡本体１
４は先端面１８を先端開口部１７から突出させた状態
で、本体ケース２４の球状面が図３、図４の如く先端開
口部１７の周縁部１７Ａに摺動自在に嵌合される。周縁
部１７Ａは径を僅かに絞ってあるので、内視鏡本体１４
は指サック部材１６から脱落することなく首振り自在に
連結される。更に、スリット形状の押圧部５１を備えた
リング状の板ばね部材５０を、後端開口部１９から指サ
ック部材１６内に挿入する。指サック部材１６及び板ば
ね部材５０の側部にはねじ孔５３、５４が設けられ、ね
じ孔５３、５４の位置を合わせた状態でねじ５２を螺装
することにより、これらの部材１６、５０同士を固定し
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ている。内視鏡本体１４が指サック部材１６に嵌入され
ると、板ばね部材５０がバックプレート２６に押圧され
て凹球面状に弾性変形する。これにより、板ばね部材５
０の付勢力がバックプレート２６に与えられて本体ケー
ス２４が周縁部１７Ａに押圧される。
【００１８】かかる構成によって、内視鏡本体１４は、
板ばね部材５０と周縁部１７Ａとに挟まれて、所定のフ
リクションが与えられた状態で指サック部材１６に首振
り自在に連結される。このフリクションによって、内視
鏡本体１４の首振り角度が任意の角度に固定される。本
実施の形態では、内視鏡本体１４の球状面、周縁部１７
Ａ、及び凹球面状に変形された板ばね部材５０によって
ボールジョイントが構成されている。なお、指サック部
材１６は、第１関節までの指先が挿入される長さに形成
されている。また、指サック部材１６の内部には、指１
２の太さに応じた厚みの不図示のスペーサが嵌挿され、
指１２が指サック部材１６にスペーサを介して密着され
るようになっている。
【００１９】次に、前記の如く構成された指装着用内視
鏡装置１０の利点について説明する。この指装着用内視
鏡装置１０の内視鏡本体１４は、指サック部材１６に前
記ボールジョイントを介して首振り自在に連結されてい
るので、指装着用内視鏡装置１０の観察範囲は、指１２
の屈曲動作範囲に内視鏡本体１４の首振り動作範囲を加
えた範囲となり広範囲となる。よって、この指装着用内
視鏡装置１０を使用すると、指１２の屈曲動作範囲を超
えた広範囲の観察が可能になる。
【００２０】また、指１２を体腔内で自由に動かすこと
ができない部位でも、観察したい方向に内視鏡本体１４
を予めθ度首振りさせておくことで、従来では観察不能
な部位が観察できるようになる。
【００２１】更に、本実施の形態では、内視鏡本体１４
の球状面、周縁部１７Ａ、及び凹球面状に変形された板
ばね部材５０によってボールジョイントを構成したの
で、簡単な構造のボールジョイントで内視鏡本体１４を
首振り動作させることができる。
【００２２】また、前記ボールジョイントは、内視鏡本
体１４を任意の首振り角度で固定するためのフリクショ
ンを有しているので、指装着用内視鏡装置１０の使用中
に内視鏡本体１４の首振り角度がずれるのを防止でき
る。よって、内視鏡本体１４を体腔内で安定して使用す
ることができるので、診断を行う上で極めて有利にな
る。
【００２３】
【発明の効果】以上説明したように本発明に係る指装着
用内視鏡装置によれば、内視鏡本体を指サック部材にジ
ョイントを介して首振り自在に連結したので、指装着用
内視鏡装置の観察範囲は、指の屈曲動作範囲に内視鏡本
体の首振り動作範囲を加えた範囲となり、よって、指の
屈曲動作範囲を超えた広範囲の観察が可能になる。
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【００２４】また、本発明によれば、指サック部材に形
成された凹球面状の内視鏡本体連結部に、略球体状に形
成された内視鏡本体を嵌合させることにより、前記ジョ
イントをボールジョイント構造に構成したので、簡単な
構造のボールジョイントで内視鏡本体を首振り動作させ
ることができる。
【００２５】更に、本発明によれば、前記ジョイント
は、内視鏡本体を任意の首振り角度で固定可能な摩擦抵
抗を有しているので、内視鏡本体を体腔内で安定して使
用することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施の形態の指装着用内視鏡装置が術*

6
*者の指に装着された状態を示す説明図
【図２】図１に示した指装着用内視鏡装置の組立斜視図
【図３】図１に示した指装着用内視鏡装置の断面図
【図４】図３に示した指装着用内視鏡装置の内視鏡本体
をθ°傾斜させた説明図
【符号の説明】
１０…指装着用内視鏡装置、１４…内視鏡本体、１６…
指サック部材、２０…観察窓、２２…照明窓、２４…本
体ケース、２６…バックプレート、３０…光学系、３２
…固体撮像素子（ＣＣＤ）、３４…発光ダイオード（Ｌ
ＥＤ）、３６…基板、５０…板ばね部材

【図１】 【図２】

【図３】
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4C161/AA04 4C161/AA05 4C161/BB00 4C161/CC06 4C161/DD03 4C161/HH42 4C161/HH47 4C161
/JJ11 4C161/LL02 5C122/DA26 5C122/EA66 5C122/GE00 5C122/GE06 5C122/GE20 5C122/GG06 
5C122/GG17

外部链接 Espacenet

摘要(译)

要解决的问题：提供一种手指安装内窥镜仪器，通过一个自由社会化的
方式将内窥镜主体通过关节连接到指套构件，并将内窥镜装置的观察范
围扩展到一个范围，从而能够在很宽的范围内进行观察其中，内窥镜主
体的振荡操作范围被添加到手指弯曲操作范围。解决方案：手指安装内
窥镜器械19通过以自由社交的方式通过球窝接头将内窥镜主体14连接到
指套构件16而构成。通过这种结构，手指安装内窥镜器械10的观察范围
变得宽范围，其中内窥镜主体14的振荡操作范围被添加到手指12的弯曲
操作范围。结果，超出弯曲的宽范围。可以观察到手指12的操作范围。
此外，通过预先使内窥镜主体14沿着希望观察的方向摆动θθ。即使在手
指12不能在体腔内自由移动的区域中，也可以观察到迄今为止无法观察
到的区域。

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/453e9493-1f7d-4b37-a505-16e5d475c29a
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/018612740/publication/JP2001275959A?q=JP2001275959A

